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巻 　 頭 　 言

「
広
義
の
軍
事
史
」
の
視
点
か
ら	

原
田
敬
一

　

軍
事
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
軍
事
学
は
、
一
九
四
五
年
ま
で
の
日
本
で
は
、
軍
人
な
ど
軍
事
専
門
家
の
独
壇
場

だ
っ
た
。
欧
米
で
は
民
間
の
軍
事
評
論
家
が
活
躍
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
深
入
り
は
し
な
い
。
プ

ロ
イ
セ
ン
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
の
マ
ハ
ン
な
ど
の
著
作
は
、
同
時
代
の
日
本
で
も
翻
訳
さ
れ
、
広

が
っ
て
い
る
。
日
露
戦
後
に
、
櫻
井
忠
温
『
肉
弾

―
旅
順
実
戦
記

―
』
や
水
野
廣
徳
『
此
一
戦
』
が
刊
行
さ

れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
従
軍
し
た
将
校
・
士
官
だ
っ
た
。

　

軍
事
学
で
は
範
囲
が
広
い
の
で
、
軍
事
史
に
絞
っ
て
述
べ
た
い
。
日
清
戦
争
も
日
露
戦
争
も
、
川
崎
紫
山
や
菅

谷
与
吉
な
ど
、
文
筆
家
に
よ
る
戦
史
物
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
『
日
清
戦
争
実
記
』
や
新
聞
な
ど
が
報

道
し
た
も
の
に
依
拠
し
て
お
り
、
迫
真
性
と
い
う
点
で
は
、
櫻
井
や
水
野
に
か
な
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
軍
事
機

密
・
国
防
機
密
と
い
う
壁
は
、
日
中
全
面
戦
争
以
後
の
帝
国
議
会
で
も
突
破
で
き
ず
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

広
く
軍
事
に
つ
い
て
議
論
・
研
究
・
執
筆
が
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
情
報
公
開
と
自
主
的
な
議
論
・
研
究

は
両
輪
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
四
五
年
の
敗
戦
と
日
本
国
憲
法
の
制
定
は
、
そ
う
し
た
壁
を
壊
し
た
が
、
軍
事
史
研
究
は
歴
史
学
界
に
大

き
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
も
軍
事
史
学
会
は
し
だ
い
に
影
響
力
を
高
め
た
が
、
歴
史
学

界
と
の
つ
な
が
り
は
弱
か
っ
た
。
私
が
参
加
し
た
の
は
二
〇
年
ほ
ど
前
の
仙
台
大
会
だ
が
、
陸
上
自
衛
隊
の
駐
屯

地
を
会
場
と
し
、
講
堂
の
後
ろ
半
分
に
は
若
い
自
衛
官
が
ズ
ラ
ッ
と
並
ん
で
聴
講
し
て
い
た
の
に
驚
い
た
。
一
九

七
〇
年
代
以
降
に
は
、
戦
前
の
軍
事
史
料
が
防
衛
研
究
所
戦
史
室
で
公
開
さ
れ
た
し
、
現
代
の
ネ
ッ
ト
時
代
に
は
、

防
衛
研
究
所
の
発
表
雑
誌
や
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
な
ど
も
ネ
ッ
ト
で
広
く
公
開
さ
れ
て
、
共
通
の
土
台
が
つ
く
ら
れ
、

議
論
が
や
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

軍
事
史
研
究
は
二
十
世
紀
末
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
欧
米
で
は
一
九
六
〇
年
代
に
す

で
に
軍
隊
社
会
史
な
ど
「
広
義
の
軍
事
史
」
へ
と
進
ん
で
い
た
〔
阪
口
修
平
編
『
歴
史
と
軍
隊
―
軍
事
史
の
新
し
い
地
平

―
』（
創
元
社
、
二
〇
一
〇
年
）〕。
戦
前
の
よ
う
な
軍
事
専
門
家
に
よ
る
軍
事
学
や
戦
史
研
究
を
超
え
て
、
軍
隊
や

戦
争
そ
の
も
の
、
ま
た
は
軍
隊
と
社
会
の
関
わ
り
を
広
く
究
明
す
る
こ
と
を
「
広
義
の
軍
事
史
」
と
呼
ん
で
い
る
。

都
市
や
農
村
な
ど
を
政
治
・
経
済
史
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
史
と
し
て
捉
え
直
す
の
と
同
じ
視
点
が
「
広
義
の
軍

事
史
」
で
は
重
視
さ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
で
は
阪
口
修
平
氏
編
の
同
書
を
、
日
本
史
で
は
『
地
域
の
な
か
の
軍

隊
』
全
九
巻（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
～
一
五
年
）を
実
績
と
し
て
挙
げ
た
い
。
両
者
の
執
筆
者
は
、
既
に
『
軍
事
史

学
』
に
も
論
文
を
発
表
し
て
い
る
し
、『
軍
事
史
学
』
の
特
集
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
新
し
い
分
野
に
斬
り
こ
ん

で
い
る
。
こ
う
し
た
試
み
が
、
現
代
社
会
の
中
で
軍
事
問
題
を
考
え
さ
せ
る
議
論
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

	

（
佛
教
大
学
名
誉
教
授
）


